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河合町議会基本条例の一部改正について 

 

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１３条の規定に基づき提出いたします。 

 

 

 

 

 

 



河合町議会基本条例の一部改正について 

 

 河合町議会基本条例第２８条「危機管理」の一部改正を行うに至った背景には、南

海トラフ巨大地震が、いつ発生しても不思議ではない状況にあることによる。具体的

には、２０２５年９月に政府の地震調査委員会が、南海トラフ巨大地震の「今後３０

年以内の発生確率」を、従来の８０%程度から「６０%〜９０%程度以上」に改定してい

る。条例改正の目的としては、主に２点。 

１点目、議会は、大規模災害など不測の事態が発生しても、二元代表制の趣旨に則

り、議事・議決機関、住民代表機関として、議会機能の的確な維持に努めなければな

らないこと。 

２点目、災害時に、議員が迅速かつ的確に活動するためには、議員の活動を明記す

る必要があること。 

 以上の２点は、東日本大震災を教訓としたもので、全国的にも、自治体の議会基本

条例見直しの際には、災害時の議会対応として、新たに規定を追加する自治体は増え

ている。 

   

以上のことから、河合町議会会議規則第１３条の規定に基づき、令和８年３月 

定例会において、河合町議会基本条例の一部改正を発議するものである。 

 

なお、この条例は、令和８年４月１日から施行するものです。 

 

 

 

 

 

令和８年３月１８日 

奈良県北葛城郡河合町議会 

 

 

 

 

 

 

 

 


